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桜島火山におけるAMT法比抵抗構造調査

Audio-frequency magnetotelluric survey over Sakurajima Volcano
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１．はじめに
平成 19年度の火山噴火予知事業では、桜島火山における集中総合観測および火山体構造探査として姶良カルデラの空

中磁気測量が実施された。我々は、集中総合観測の一項目として AMT(Audio-frequency Magnetotellurics)法を用いた浅
部比抵抗構造調査を行ったので、その概要とこれまでに得られている結果について報告する。

桜島における比抵抗構造調査は、過去の集中観測においても度々行われている（行武・他, 1980;田中・他, 1982;1986;
西村・他, 1988;1989;唐牛・他, 1989;窪田・他, 1995;山崎・他, 1998）。また、気象庁地磁気観測所の業務研究としても過
去に行われていた（徳本・他, 1988;福島・他, 1989;1990）。しかし、これらの調査で実施された手法の多くは、ダイポー
ル－ダイポール法をはじめとする電気探査であったり、測定周波数が 8～30Hzに限られているMT 法であったりで、繰
り返し観測による比抵抗構造変化の検出が主目的であった。唯一、西村・他（1989）によって実施された CSAMT法探
査によって、桜島西麓の深さ

500m程度までの 2次元断面が推定されているが、順解析による概略構造が示されているにすぎない。

２．AMT 観測と解析結果
観測は、2007年 10月 30日から 11月 4日にかけて実施された。桜島火山では、爆発的な噴火を繰り返す南岳山頂火口

から 2�以内が立ち入り禁止となっているため、山体を取り囲むような 3測線を設定し、山麓の合計 27観測点で AMT
法による電磁場測定を行った。測定周波数は 1～10400Hzであるので、地表付近から深さ 1～2km程度までの比抵抗構造
を推定することができる。今回の測定では、一部の観測点を除いて数千～

2Hz程度まで良好なデータが取得できた。

プレリミナリーな解析の結果、以下のような比抵抗構造の特徴が明らかとなった。（1）表層は高比抵抗でその下が低
比抵抗という 2層構造でほぼ近似できるが、山体北側の方が南側よりも高い比抵抗値を示す。（2）桜島の南東に設定し
た測線において、1914年の大正噴火の際に溶岩流を流出した火口から、764年に溶岩流出したとされる鍋山にかけての
領域において、表層付近の高比抵抗領域が厚く分布している。（3）大正噴火時に西側山麓で溶岩流を流出した火口付近
では、そのような分布は見られない。


